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テーマ 地域の底力を引き出す『まちづくり・地域づくり最前線』 

ゼ ミ ナ ー ル 概 要 

目的、内容、方法等： 

この一年、皆さんには『実在の「まち」を変える』ということに取り組んでい

ただきます。皆さんの元気とアィディアを『ある地域のまちづくり・地域づくり』

に投入したいと考えています。 

恐らく皆さんにとっても貴重な経験になると思います。その体験が皆さんにと

ってどんな意義があるかということは後述します。 

さて、「地域」や「まち」（ここではどちらが広い範囲かということはあまり気

にしないで下さい）には高齢者問題（介護、生きがいづくり など）、障害者問

題（地域参加、就業、介護 など）、地域防災・防犯問題、低炭素社会に向けての環境問題、道路や公園整備などのインフラ（イ

ンフラストラクチャー：infrastructure）問題などを始めとした様々な問題があります。 

それらが仮に全国的にみて一般的な問題であったとしても、より良い地域づくりのためには克服しなければならないその地域で

の地域課題となります。現在、全国各地で様々な取組が行われていますが、地域課題の多くは行政だけでは解決できません。そこ

にはどうしても住民の力が必要となります。このゼミでは、地域課題を発見し、地域住民・地元高校生・行政とともに実効性のあ

る解決策の立案と社会実験を含む実践を行います。具体的な取り組み方法として次の三つを想定しています。 

①地域住民（高校生を含む）・行政とともにワークショップ（まちづくりに関する具体策の策定のための会議）を通じて具体的な

まちづくり計画の立案を行う。 

2009 年度には新機能搭載のランチバッグを開発。2010 年度には大燈籠作りを、2011 年度は間伐財を活用した子ども向け落書き

の壁、御嵩新名物ラーメンの開発、こどものコミュニケーション能力の調査などを進めています。 

②地域で活動している様々なボランティアやNPO 法人などの住民活動団体との関わりの中から地域課題を発見し、その解決策・

対応策の提案を行う。 

2009年度は御嶽宿の町並み景観整備の一環として御嵩駅舎や高齢者施設の修景作

業を住民や行政ともに行いました。2010年度は国の全国プロジェクトの一環として

流しそうめんギネス記録に挑戦し、ゼミ生全員がギネスチャンピオンというゼミと

なりました。後期は行政・地域住民とともにまちづくりのワークショップを重ね、

地域の活性化のための計画を作成する予定です。 

これまでの活動の成果は、（社）日本経営学会から2011年7月にまちづくりの準

グランプリに町とともに本ゼミ生たちが選ばれています。 

③フィールドワーク（実態調査）から地域課題を発見し、課題の発生要因の分析や

解決策・対応策の提案を行う。 

以上でお分かりだと思いますが、ゼミの皆さんにはまちづくりの最前線に立っていただくことになります。 

今回のまちづくりの対象地は旧中山道の宿場町を擁する岐阜県御嵩町です。御嵩町では既にいろいろなまちづくりが始まってい

ますが、その一つに平成 21 年度から５年間で総額４億円程度（国庫補助を含む）の事業費で住民参加による旧御嶽（みたけ）宿

の活性化に着手します。これがこのゼミのターゲットの一つになります。 

このゼミでの活動は、単なるアィディアだけのまちづくり計画の作成ではなく、皆さんが関わったまちづくり計画の一部は皆さ

んが卒業するまでに間違いなく現実のものとなることを前提としています。 
どんな切り口（例：高齢者、障害者、子ども、コミュニケーション、観光など）でも良いです。興味のある視点から地域づくりを

考えて下さい。 
ということで、皆さんが学生とはいえ果たす役割は重大となります。皆さんの頑張りに期待するところがとても大きくなります。

最後に上記の活動に皆さんを巻き込むのは、この活動を通じて皆さん一人一人の能力と心が大きく成長するであろうと考えている

からです。なお、9月末～10月初めにはゼミ恒例の東京国際福祉機器展合宿も予定しています。 
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特に、皆さんの「気付く力・発見する力」「調べる力・突き止める力」「発想する力・思考する力」が伸びることを狙っています。

なお、対象地・対象課題とも個人又はグループで御嵩町以外を対象としても構いません。以上、この一年間は皆さんの「脳」と「身

体」をとっても使っていただくことになります。従って必然的忙しくなりますので、多忙な方はご遠慮下さい。 

学生が修景した名鉄駅舎 

流しそうめんギネス達成後の集合写真 


